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研究

に て る サー の に関する研究

――中 北 市における高 を例に――

Research on Secondary Evaluation in hich Self Evaluation to Care Skills regulates 

Stressors among Care orkers of ursing Homes in Beijing  China

Abstract

　［Purpose］This study aimed to clarify the factors that influence stressors among care workers of nursing 
homes in Beijing, China, from the viewpoint of self-evaluation to care skills.［Method］The data, which 
was obtained from the survey on nursing home in Beijin by Peking University Sociology Survey Research 
Team（2019），was used for secondary analysis of this research. [Results] The subjects of analysis were 122 
care workers of nursing homes. As a result of multiple regression analysis, the factors affecting stressors 
were classified by subscale. The factor of self-evaluation to preventive care skills affected experiencing skill 
anxiety（p<.001）and incomprehension of the surroundings（p<.001）．［Conclusion］It was clarified that 
the self-evaluation to care skills had a negative effect on stressors among care workers.

Key Words：nursing homes, care workers, stressors, secondary evaluation, self-evaluation to care skills

に

　21 紀に入り 京市は 急 な人 高 化を

に高 者 サー ス体制の構 を推し めてき

た。この体制構 の 期段 では 施 サー スの

基 が められ 高 者介 ニーズの 大を見

込んだ 間の高 者介 施 が続 と されてき

た。しかし今日では その施 サー スの

とは裏 に 供 の び みが 題となっている
（1）。この に関し サー ス供 の要

として特に指 されているのが介 人材の 動性や
（2） 高 者のニーズを たす上での 性（3） すな

わち介 サー スの である。
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　中国都市部における介 人材の くは 方から

の出 者である。そのため 人材の 動性は

性の構 やチーム プローチに をきたす

れがあり 介 の の 下が される（4）。 続

的で安定した 頼関 が められる介 程におい

て 介 人材の 動性や介 の の 下は 施 入

者の生活の に影響することは言うまでもなく

介 の の担 が介 職にとっても大きな 題と言

える。介 の知 や 術が することで 介 職

は入 者のニーズに えることができず 同時に介

者自身にとっても き の につながりかね

ない。さらには 介 が発生することで 入

者 や 機関などへの対 に われ してい

る ースもある。すなわち 介 人材の 動性や介

の の 下の 題が 間接的に介 職のストレス

大に がっていると考えられる。

　ストレス反 はストレッサーによって生じた

ティ な感情を意 し（5） や 安感情（6） そし

て ーン ウトなどの 態が挙 られる。理論的

面からは 段 のプロセスとして定 されている。

理的反 の原 となる 物に対して認知的 を

下す「一次的評価」によりストレッサーとして生

され その 合いはストレッサーに対してどの程

対 かと言った「 次的評価」によって規定さ

れている（7）。

　介 職のストレスに関する中国の先行研究では

介 職の 理的 リスクは中国全体の基 値を上

っており 査対象の30 が 40 が情 安

定 45 が ーン ウトなどの 的 題を

えていることが報告されている（8）。ストレッサー

に影響を与える要 としては 負 と対

価の 社会的 の さなどが指 されてい

る（9）。また ーシ ルワーカーによる介入研究

では ストレスコーピングや介 に関する教育・

研修が ストレスの に有 であるとの報告があ

る（10）。

　日本においては1980年 以 から研究が行われて

おり くの研究成果が されている。ストレス

は対人 助職に く見られ（11） ーン ウトの要

の一つとなり 職につながることが指 され

ている（12）。また 要 としては の 性や安

全性についての 安（13） 提供サー スの 難さ（14）

などが指 されており 現場での ーシ ルス ル

の 得が を 上させ ストレス に が

ることが報告されている（15）。

　 国の先行研究においてもストレス反 に対

する介 の 果が報告されており 認知症 者

への に る知 を 上させることで 介 職の

ストレスが され（16） 介 の 上が 職

止に有 であるとの報告がある（17）。そして 体

的な教育・研修 な介 程のマニュ ル化及

びそれに対する な評価が提 されている（18）。

　このように介 職のストレス の重要性及びそ

れに対する介 の有 性は く評価されてい

る。しかし 介 の影響についての 体的な

は今後の研究 題となっている。そこで本研究で

は 介 に対する自己評価がストレッサーへの

次的評価を規定するといった 説に立ち 証を行

う。これにより介 に対する認知的評価がどの

程 ストレッサーを対 なものと規定している

のかを明らかにし 現場において実 な知見が

得られることが期 される。

研究

　本研究には 京大学社会学 の 査チームが

2019年11月から12月に実施した 査 ータを用い2

次 ータ分 を行った。分 には ッド 100か

ら299 の中規 高 者介 施 で く介 職 132

名の ータを用いた。

　分 に用いた は ①基本属性や 業 など

の基本情報（15 目） ②ストレッサーに関する

目（20 目）③介 自己評価に関する 目（25

目）となっている。ストレッサーは５ 法で評定

され 「ない」「まれにある」「時 ある」「しばしば

ある」「いつもある」となっており それぞれ か

ら４ で得 化されている。介 自己評価に関

しても５ 法で「とてもよくない」「よくない」「ど

ちらとも言えない」「よい」「とてもよい」で評定さ

れ から４ で得 化されている。

　分 は大きく３つの 程に分けられる。まず ①

ストレッサー及び介 自己評価各 について
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の 子分 を行った。② 子分 の結果に基 き

ストレッサー 子への影響要 を するため 帰

分 を行った。 帰分 ではまず ストレッサーの

各 子を目的 基本情報の各 目及び介

自己評価の各 子を説明 として単 帰分 を

行った。その結果有意 が0 1以下であった

を用い 制投入法による重 帰分 を行った。③最

後に  子 当性の 証を 定モ ルで行い

を含む 間の関 を するため 帰分

の結果に基 き共分 構造分 を実施した。 

　なお 値の 理については LittleのMCAR

（Missing Completely At Random） 定の結果

に基 き 介 職132名の ータのうちストレッサー

及び介 自己評価各 の 値が50 に す

る10 ースをリストワイズ 法により 理し

りの122名の ータはペ ワイズ 法により分

を実施した。また 共分 構造分 においては

重 入法を 用し ータ10セットを作成し

を行った。 フトにはS SS 26 0及びS SS 

Amos 26 0（いずれも M社 ）を用いた。

　本研究は 早稲田大学「人を対象とする研究に関

する審査委員会」の承認を得て実施したものである

（承認番号：2020 033）。

　基本情報を表１に示す。 性の 合が84 と高く

年 は47 8 となっている。また 籍の種類

は 業 籍者が88 籍 に っては 京以外が

95 1 となっており 京市以外 つ 村 から

る中年 性が中 となっていることが える。身

体的 に関しては 40 2 が「あまり でない」

と し に関しては 「あり」と したも

のが42 7 を め 身体的な 態も大きな 題

の一つと言える。

　ストレッサー 目の基本 及び最 的な 子

分 結果を表２に示す。 有値の 化と 子の

性を考 し ３ 子構造を 用した。また

分な 子負 を示さなかった６ 目を分 から

外し り14 目について 子法・ roma 転

による 子分 を行った。なお 寄与 は58

であった。

　第１ 子は５ 目で構成され 業 程や提供

サー スに対する 安を表す 目が高い負 を

示していた。そこで 「 安」 子と 名した。

第２ 子は６ 目で構成され 条 への や

業 に する 目が高い負 を示していた。

そこで 「業 負担」 子と 名した。第３ 子は

３ 目で構成され 入 者やその も含めた人

の介 サー スに対する理 を表す 目が高い

負 を示していた。そこで 「 の理 」

子とした。

　 子間の相関関 については ３ 子間で一定の

正の相関が見られた。また 各 子の 子負 0 35

以上を示した 目について内的 合性を するた

め Cron ac  を 出した。「 の理

」 子の に関しては0 65と 0 7以下であっ

たが重要な 子であると考え した。また 各 子

の 値を 出することにより 子得 とした。

出結果を表２に示す。

表１　基本情報

84 (84.0)
16 (16.0)

 SD (n) 47.8 ± 6.1 (120)
25 (22.1)
88 (77.9)
6 (4.9)

116 (95.1)
 SD (n) 9.2 ± 2.9 (121)

2 (4.3)
104 (86.3)

11 (9.4)
49 (40.2)
43 (35.2)
30 (24.6)
50 (42.7)
67 (57.3)

105 (86.1)
7 (5.7)

 SD (n) 6.1 ± 0.5 (115)
 SD (n) 11.0 ± 1.3 (98)
 SD (n) 2.4 ± 1.8 (110)

26 (21.3)
61 (50.0)
20 (16.4)
4 (3.3)
2 (1.6)

 SD (n) 7.1 ± 2.1 (107)
 SD (n) 10.3 ± 2.7 (115)
 SD (n) 3.1 ± 2.9 (102)

2) SD: 
3) 1 17

n (%)

1) n %
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　介 自己評価各 目の基本 及び最 的

な 子分 結果を表３に示す。 有値の 化と 子

の 性を考 し ３ 子構造を 用した。ま

た 分な 子負 を示さなかった３ 目を分

から 外し りの22 目について 子法・

roma 転による 子分 を行った。なお

寄与 は62 9 であった。

　第１ 子は８ 目で構成され 的 や 別

理 に基 いた が必要とされる の 目が高

い負 を示していた。そこで「 的 」と

名した。第２ 子は９ 目で構成され く一 に

必要とされる介 を表す 目が高い負 を示

していた。そこで「基本的 」と 名した。第３

子は５ 目で構成され 介 のリスク に

関 する 目が高い負 を示していた。そこで

「 的 」とした。

　 子間の相関関 について見ると ３ 子間で一

定の正の相関が見られた。また 各 子の 子負

0 35以上を示した 目について内的 合性を

するため Cron ac  を 出した。その結果

いずれも0 7以上を示した。また 各 子の 値

を 出することにより 子得 とした。 出結果

を表３に示す。

に に

　ストレッサー各 子への影響要 を するため

帰分 を行った。まず ストレッサーの各 子を

目的 とした単 帰分 の結果 有意 が0 1

表２　ストレッサー 目の基本 及び 子分 結果（ roma 転後の 子 ターン）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

1.2 ± 0.7
1.0 ± 0.8 (116) .78 .06 -.11
1.1 ± 1.0 (119) .72 .00 .02
1.1 ± 0.9 (120) .68 .26 -.16
1.3 ± 1.0 (119) .60 -.30 .32
1.3 ± 0.8 (121) .60 -.02 .23
1.3 ± 0.8
1.2 ± 1.2 (114) -.11 .81 -.04
1.3 ± 1.1 (116) .05 .63 .12
1.3 ± 1.2 (121) -.09 .57 .20
1.5 ± 1.2 (119) .06 .52 .23
1.8 ± 1.2 (116) .09 .48 -.14
1.0 ± 0.9 (116) .34 .40 -.06
1.3 ± 0.7
1.6 ± 0.9 (120) -.06 -.06 .94
1.6 ± 0.9 (117) -.01 .25 .49
0.9 ± 0.9 (120) .20 .13 .36

.53 .41
.26

Ⅰ

Ⅱ

1 SD: 

( =.81)

( =.78)

( =.65)

 SD (n)

表３　介 自己評価 目の基本 及び 子分 結果（ roma 転後の 子 ターン）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

3.2 ± 0.6
3.1 ± 0.7 (121) 1.00 -.09 -.19
3.2 ± 0.8 (122) .80 .03 -.06
3.1 ± 0.8 (117) .70 -.25 .23
3.3 ± 0.7 (122) .66 -.06 .23
3.3 ± 0.7 (118) .60 .22 -.01
3.3 ± 0.7 (120) .58 .09 .22
3.3 ± 0.7 (122) .38 .26 .26
3.3 ± 0.7 (121) .37 .34 -.05
3.3 ± 0.6
3.5 ± 0.7 (116) -.17 .91 .11
3.4 ± 0.7 (120) .30 .79 -.31
3.5 ± 0.6 (120) -.05 .75 .11
3.3 ± 0.8 (122) .28 .66 -.13
3.1 ± 0.8 (116) -.31 .60 .21
3.2 ± 0.8 (120) -.01 .59 .05
3.3 ± 0.7 (119) .07 .48 .23
3.3 ± 0.7 (118) .23 .48 .13
3.4 ± 0.6 (122) .19 .41 .15
3.3 ± 0.6
3.2 ± 0.8 (122) -.11 .07 .83
3.2 ± 0.8 (117) .11 .01 .65
3.3 ± 0.7 (117) -.01 .37 .50
3.4 ± 0.7 (121) .42 .03 .43
3.3 ± 0.7 (122) .41 .03 .43

.70 .64
.64

Ⅰ

Ⅱ

1 SD: 

.92)

( .91)

( .88)

 SD (n)
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以下であった を以下に示す。「 安」を目

的 とした分 では 身体的 態 先月の

与 及び３つ全ての介 自己評価 子であっ

た。「業 負担」に関しては 業形態（ 業 １）

の 与 と実際の との で

あり 介 自己評価のどの 子とも有意な結果

はなかった。「 の理 」においては 教育

年 子供の有無（あり １） の有無（あり １）

の 与 の 与 と実際の との

及び３つ全ての介 自己評価 子であった。

　次に 単 帰分 の結果に基 き重 帰分 を

行った。結果を表４に示す。まず 「 安」を

目的 とした分 では 化 帰 の高い

に 「 的 」 身体的 態 先月の 与

であった。「業 負担」に関しては 業形態

（ 業 １） の 与 と実際の

との であった。最後に「 の理 」に

おいては 「 的 」 の 与 の

有無（あり １）であった。

　なお 定 は目的 別に 「 安」0 27

「業 負担」0 26 「 の理 」0 27となって

おり 自 定 は それぞれ0 24 0 24

0 25であった。

に

  ストレッサーと介 自己評価との関 につい

て を含む 子 当性の 証を 定モ ル

で行った。まず 介 自己評価の３ 子全て

がストレッサー 子全てに影響することを 定し

たモ ルの構 を みた。その結果 合 指

は  2  201 455 df  8 p  001 F   952

A F   873 RMSEA  134 A C  227 455であっ

た。そこで 帰分 の結果を まえ ストレッサー

子の「業 負担」 子を 外し再 分 を行なっ

たとこ A Cは53 319へと 下し F は0 99と

0 95以上 RMSEAは0 07と0 1以下を示し 一定の

合 を示した。最 的なモ ルを図１に示す。 

　本研究では 介 自己評価によって規定され

るストレッサーへの 次的評価の 果を 証した。

その結果 介 自己評価のなかでも「 的

」がストレッサーの「 安」及び「 の理

表４　ストレッサー 子に与える影響要 に関する重 帰分 結果

B SE B R2

-.45 .10 -.41 *** .27 *** .24
.27 .10 .26 **

.20 .08 .24 **

= -1.34 .31 -.41 *** .26 *** .24
.29 .09 .31 **

.18 .09 .19 *

-.44 .10 -.37 *** .27 *** .25
.27 .08 .30 ***

= -.37 .13 -.25 **

3) * : p  < . 05, ** : p  < . 01, *** : p  < . 001

β R2

2) :
1) B: SE B: : R2:

F2＝31.319， ＝4，p＜.001，GFI＝.991，AGFI＝.965 

RMSEA＝.071，AIC＝53.319 

図１　介 自己評価がストレッサーに与える影響に関する分 結果 
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」に負の影響があることが明らかとなった。

この結果から 介 のリスク に がる

を 上させ 介 に対する自己評価を高めるこ

とが、ストレス反 を し の理 に対して

の認知的評価を 上させ いては の理 その

ものを 上させると考えられる。さらに 特筆すべ

き は 所得と身体的 態の 果である。

　まず 所得に関しては 実際の 与 が高い

ど 安を感じることが分かった。これは 実

際の 与 と 的 との間で ランスを つ

きがあると考えられる。つまり 与 に見合っ

た が提供できるかについての認知的 がスト

レッサーに対する評価として現れていることが推察

される。また の 与 と実際の との

が大きくなる ど 業 負担ストレスが高くなるこ

とが分かった。この結果から 業 負担やサー ス

内容に見合った報 かの がストレッサーの規定

要 となっていることが推察される。所 と対

価の は この「 」の大きさが関 している

と考えられる。そして の 与 が高い ど

の理 を感じることは の 与 の

実現が他者の 定に依存する場合 理 が前提とな

るためであると考えられる。すなわち 社会組 的

文 における は 他者の理 に対して有 を

っていることが推察される。

　次に 身体的 態に関し その自己評価が

い ど 安を感じることが分かった。これは

介 を発 する上で身体的 が資本であるた

めと考えられる。さらに 「あり」と した

者は「なし」より の理 を感じる があ

ることが分かった。これは 内部 が社会生活上

理的ストレスを受けやすいのと同 に、 が他

者からは見えにくい症 であるためと考えられる。

　以上の分 結果から 「所得」「身体的 態」

そして「 的 」が介 職のストレッサーを規

定する 次的評価の重要な要 になっていると言え

る。とりわけ 本題である「 的 」の 上に

より介 のリスク及び介 職のストレス反 を

し いてはうつや ーン ウトを 止するこ

とが められる。

研究 後

　本研究では 介 自己評価の視 からスト

レッサーに与える影響を した。しかし 介

を 観的な評価に めている は めない。介

職の大きな 題の一つである との関 を

するには 観的基 に基 いた介 評価が

重要である。 観的な介 評価がストレッサー

に与える影響を し うつや ーン ウト等の

的 との関 を することで より社会的

意 のある研究とすることが今後の 題である。

　本研究を 行するにあたり 京大学社会学

教 から 大なるご指 を った。この場をお

りして感 申し上 る。
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